




二〇一九年四月二五日（木）から一一月八日（金）まで、「立教大学文学部書店～池袋に文化の灯台を～」を開催しました。本企画 、ジュンク堂書店池袋本店が二〇〇三年から定期的に行っている「作家書店」という企画の一環です。これは、本に深く関心を寄せるさまざまなジャンルの著名人が七〇〇点程度の選書から書棚レイアウトまで売り場をプロデュースする「店長」になるという趣旨のもので、教育機関を店長とするのは初 ことです。今回の「立教大学文学部書店」では、立教大学文学部の所属教員約六〇名が、学問の入り口となるような本から自身の専門分野 本まで、幅広い分野の本を約七〇〇点選書しました。
　
この座談会は、右記の「立教大学文学部書店」に本学文
学部の教員が選んだ書籍（選書）のなかから、三名の史学科の学生 方々に興味のあるものを選んで読んできて頂き、その本 内容を紹介するというものです。三名の学生は、文学部史学科の日本史学専修、世界史学専修、超域文化学専修から一名ずつ選びました。 「立教大 文学部書店」では、 「専門に上がるまでの一般教養として読んでおきたい本」 学部 かかわらず読んでほしい本」 、 「読んでほしい専門の本」という選書テーマが設けられています。学生のみなさんはそれぞれ こ 三つのテーマについて一冊ずつ、計三冊を選びました。以下 座談会では、こ 三つの選書テーマにそって、話を進めてゆきます。その前に、まずは学生と教員の自己紹介からお読みください。
学生教員座談会ジュンク堂書店池袋店特別企画　「立教大学文学部書店」から史学科の学びへ
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鈴木：この本は、子どもたちに語るということで、まず
































読んだことがきっかけでした。この本を読むと、社会史という言葉がよく出てきます。この社会史っていう言葉は、 史学科のいろいろな講義でよく出てくるんですけど、何だかよく分からないなと思い して。それで、図書館で関係図書を みました。そこで は社会史のすごい人らしい のを知って、 『ハーメルン 笛吹き
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男』を読みました。そうしたら、社会史っていうのが思いのほか面白かった。特に、 心性史というアプローチは、自然科学、人類学、民俗学などを包摂して るように感じ、とても面白かったです。ただ、 『ハーメルンの笛吹き男』はちょっと難しかったです。そこで、もうちょと阿部謹也の読みやすい本を読ん みよ と思い 『自分のなかに歴史をよむ 選び
松原：この本は、自伝的な著作ですね。青木：そうですね。ところどころヨーロッパ史の『ハーメ
ルンの笛吹き男』の補足のような箇所もありました。この本の『自分のなかに歴史をよむ』 うタイトルは手に取ったときは、すごい不思議だと思いました。でも実際に読んでみたら、タイトル 意味が分かる うになっていて、面白かったで 。
　　
阿部謹也は一橋大学経済学部に入って、上原専禄さ
んという歴史の先生に出会い 歴史学に目覚めたそうです。その上原先生から手ほどきを受ける中で、歴史学を学ぶときに、何百年とか何千年 か前の時代を生きていた人を研究するのは、どうしてもそ 人 ことを他者として、何か客体化して見 しまうが、実はそうではない
ということを考えるようになります。自分が研究する対象と自分の間には、何も関係がないみたいに考えてしまうことが普通だ 思うんですが、上原先生の手ほどきを受ける中で阿部謹也は、今から何百年も何千年前も生きていた人たちを研究するにあたって、何かしらそ 人たちが生きた時代のことを自分の経験として内在化させるべきだと考えたそうです。一度内在化し 突き抜けないと、その研究対象のこ は本当に 分からないということでしょうか。
　　
ただ、その人のことを自分の側に引き寄せ過ぎてし
まって、過度に同調すると、今度はその研究対象の見方しかできなくなるので、その間でバランス 取 べきだという話をされていました。 れが、 『自分 なか 歴史をよむ』ことだそうです。
高林：卒論や予備論文をやる中で、完全に自分と切り離し
た他者だから語ることのできるストーリーもあるとは思うんです。生きてる人を目の前に言うっていう は 何か評価するみたいな ころがどうし も出てきてしまうと難しいでしょう。でも一方で、おっしゃ よ に、完全な他者として切り離して考えるなん んなにデジタルにはできない気もします。ど か 個人的なモチ




















あれほど書き手が見えない書物も珍しい。みなさんは、そこに書かれている「正し 」歴史の事実を学べ、と言われるわけです。教科書の末部に著者の名前は書いてありますけど、著者がだれであろうと、書かれて る正しい事実を学ぶという「大前提」はやはり厳然としてあるように思います。でも、大学に来ると、もう事実、とは言わなくなる。事実と言われてい ことの裏には論文などの研究があって それを書 ている歴史家がい




部生にとっては、まずそもそも歴史の本を読んでくださいって言うのはハードルだと思います。 その上にさらに、歴史家の歴史 か、 「どんだけお前ら歴史好きな だ」 「あんたら歴史オタクだ らそういうの好き んじゃないの」とか言われてしまうかもしれない。で 、そういうことでもなくて、読んでみたらけっこう面白 っていうことですよね。なぜなんでしょう？
田中：単に論文を読むと、書き手がどこで生まれて、どこ


























は、歴史教育にかかわる中高・大学の教員だ 思います。もっと言えば、 歴史が嫌いな学生を抱える先生にむけて、どうすれば に興味を持ってもらえるように教えられ
るかを考える本です。中高で歴史系科目を必修になっている現状で、歴史系科目が好きな人は、ほっといてもやるのでしょうけど、嫌いな人に対して学ぶ意義 伝えることって大変なことなんだなという感想を持ちました。周りに歴史が好きという人が多いのが史学科ですが、他の学部だ 、歴史が好きじゃないって 人もたくさんいるんだという、当たり前のことを考えることができました。サム・ワインバーグ、渡部竜也監訳『歴史的思考：その不自然な行為』 （春風社、二〇一七年）
松原：この本は、歴史系科目の教員がいかにして、歴史嫌
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いの学生に魅力を伝えることに失敗しているか、なぜ歴史系科目を勉強するべきかを納得していない人たちに対して、特殊な歴史用語 とにかく覚えとけよと うスタイルをとることで失敗しているということを批判している、なかなか強烈 本です。
田中：この本は歴史の教員向けなので、学部にかかわらず















があるような気がします。先進国的な、ある は近代都市的な価値観や経済のあり方から漏れ落ちてしまう人たちにとって、幸せに生きること はなにか、何でもかんでもきれいにしてしまっていいのだろうか という感想をもちました。


















この本を選んだ理由は、世界史っていう言葉が入っていたからです。ただ、歴史の話というよ は、科学や理科系の知識がないと、読むのがかなり難しい本でした。なので、 医学とか病気に興味 あ マニアの方が読んだら、とても楽しめるんじゃないかなと思いました。それが学部によらず読む本に挙げ 理由です。






りで、この本は、高校までで学ぶ、いわゆる「世界史」ではありません。私たちは、 歴史とか世界史と言うとき、人を中心に据えることが多いと思います。それに対してこの本の主人公は、病気、もっといえば病原体です。一般的な歴史の叙述では、アレクサンドロスがどこからどこに移動して、と語るところを マクニールは、病原体を中心に移動を語るわけ す。ですから、確かに、一般的な歴史 興味を持って、世界史の教科書を読んできた
人がすぐに面白いとは思わないかもしれない。理系的な思考の人が過去のことを考えていくときに手助けになるっていうのは、そうかもしれな 。それでも、なにか面白かった箇所とかありましたか？
鈴木：私は、疫病って聞くと、まずヨーロッパが浮かんで




ヨーロッパとアメリカ大陸の間で交易が広がるわけですが、コロンブスらヨーロッパの人たちがアメリカに行くことによって、 それまでヨーロッパが経験してきた病気、ヨーロッパにしかなかった病気（天然痘、は など）が、航路を介してアメリカに行くことになる そうすると、抗体を持ってない、アメリカの原住民 どんど




















化学専修の山下王世先生の選書です。最初に読み始めた時は、 内容がよくわからなかった なぜかというと、反権威主義的というか、研究者の言ってるこ は必ず疑ってかかれというようなこ が書 れ いて、それがちょっときつ過ぎる 感じたからです。ただ、栗原康というアナーキズム研究者の『アナキズム：一丸となってバラバラに生きろ』 （岩波書店、二〇一八年）という本を読んでから、 『知識人とは何か』に戻ってきたら、意外とすんなり読めるようになっていまし 。サイードの言ってること、分かるなって思えたりもして。








したもので、それは、貧困層や、頑張って働いてるけど大した賃金が得られない労働者の人たちを救うためのアイデアでした。しかし 『知識人とは何か』 読むにつれ、知識人や専門家が変えてしまったのではないか、彼らが考えたことを疑うべきではないか、 そう思うようになりました。
松原：植民地支配でも同様のことは起きますよね。植民





リス都市生活史』 （平凡社、 二〇〇 年
;
初版一九八二年）
です。簡単に内容をお話すると、ヴィクトリア時代イギリスの生活について、 食、 病気、 チャリティー 都市構造
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や二年生の授業でよく使いますが、学生から常にいい反応が得られる貴重な本 す。この本で、反応が得られなかったことがほとんどない と う印象です。
鈴木：ひとつ思ったのが、結構スキャンダラスな話が書
いてあることも面白さを感じるところかもしれません。ヴィクトリア時代のきれいなこと、い 側面だけじゃなくて、さっき話に出てきた、あんまり良くない部分、全然整備されてなくて、みんな苦しんでたよ、みたいな部分とかも載ってるので、そこ 魅力として、読みや いのかなとは思いました。





原著一九六九年）を選びました。一七世紀フランスの宮廷社会を対象とした本ですが、日本史の研究よりも、私の研究テーマの参考になったところがありました。この本では、 ルイ 四世を頂点とするフランス宮廷社会では王は家臣とは隔絶した絶対的 地位にいて、何でも好き好き勝手にできたわけではなくて、自らも宮廷というシステムの一部として、日々そのシステムの維持に尽力しなければならなかったということを論じています。具体的には、細部に意味が込められた儀礼や邸宅を通じて宮廷社会を動かしてゆきます。
　　
私は、古代の最末期から中世初期にあたる院政期とい
う時期を研究しているのですが、天皇をトップ する公家社会の中で、儀礼は数多くあり、それを誰が参加しているとか、誰がどの役回りをこなしてる いうのが、家レベルでも、国家レベルでも問題 なってきます。その頃に、 貴族の中では日記が流行ります。 ぜかというと、日記に、どの儀礼はどういうふうに実施された いうのを書いておいて、次の世代に伝えて、同じ儀礼をし かりとこなせるように伝承するためです。そして、その秘伝の日記の存在をもって、宮廷内の特定の役回りが特定
の家に固定化されてくんです。そういうこともあって、時代も場所も違うのに、エリアスには共感しながら読みました。例えば、貴族が乗る牛車に付けられる飾り 、家のランクに応じて全部緻密に決まっている。位階 いう、天皇への距離感を明確にした指標を伴って、システマティックに構成されているんです。それは、エリアスの『宮廷社会』でも言及されていると思います。ノルベルト・エリアス、波田節夫・中楚芳之・吉田正勝訳『宮廷社会』 （法政大学出版局、一九八一年）
高林：少しエリアスについて補足しましょう。教科書的に
－  130  －－  130  －
学生教員座談会
は、一七世紀のフランスやイギリスの王政のあり方を、絶対王政と呼ぶことがありますが、実際にフランスの一七世紀の 番華やかだった頃と言われる、ルイ一四世の宮廷を見ていくと、国王は常に盤石な権力を持っていたわけじゃなくて、貴族に打倒される可能性もまだあった。ただ一七世紀中ごろになる 、貴族が経済的に困窮し始めて、王のお金に頼るため 宮廷に集 るようになる。そして、王の寵愛を求めて貴族同士で争いをしてゆく。王はそれを見て、貴族同士を争わせておけば、自分の立場は安泰だろうと考える。そうして 権力バランスを調整していた。つまり、絶対的な権力を行使したのではなくて、細かな調整と駆け引きこそが宮廷社会の特質だと論じたものです。
　　
それを、日本史の視点から見るというのは、日本史だ
と当たり前だっ ことが、フランス史という視点を導入して見ることで、よりくっきりと浮かび上がる、 れまでとは違う表現ないし整理 仕方を獲得する ことになるのかもしれません。そういう活かさ 方は エリアスも本望ではないか 思います。
高林：今日は二時間ほど、みなさんのお時間を頂きました。
話は尽きませんが、今日のと ろ ここまで 。
